
資料６ 

給食センターと給食室の費用等比較 

 

 

▽平成２８年度に整備した小倉小学校給食室（校内に新設） 

 設計・工事費に 約３億４，０００万円 （決算額） 

  設計から工事の期間は、３年程度 

 

 

  第１回 資料４再掲 宇治市の小学校給食室の老朽化

 

 

 ▽小倉小学校の決算ベースで１７校を改修した場合、約６０億円必要。 

  ２校ずつ改修した場合、２５年程度要する見込み。 

 ▽建替時には３５０～４００㎡必要（ドライシステム化のため）であるが、

場所がない学校が多い。 

学校名 給食室新築年度
築年数

（2022年度現在）
給食室面積 備考

1 菟道小 1966年度 56年 169㎡

2 菟道第二小 1979年度 43年 197㎡

3 神明小 1971年度 51年 166㎡

4 槇島小 1968年度 54年 158㎡

5 北槇島小 1982年度 40年 233㎡

6 小倉小 2016年度 6年 449㎡ ドライシステム導入

7 伊勢田小 1973年度 49年 193㎡

8 西小倉小 1969年度 53年 157㎡

9 北小倉小 1972年度 50年 165㎡

10 南小倉小 1977年度 45年 180㎡

11 大久保小 2007年度 15年 355㎡ ドライシステム導入

12 大開小 1975年度 47年 195㎡

13 西大久保小 1970年度 52年 167㎡

14 平盛小 1974年度 48年 213㎡

15 宇治小 2011年度 11年 403㎡ ドライシステム導入

16 三室戸小 1974年度 48年 173㎡ 笠取小・笠取第二小分も調理

17 南部小 1971年度 51年 158㎡

18 岡屋小 1973年度 49年 173㎡

19 木幡小 1967年度 55年 178㎡

20 御蔵山小 1972年度 50年 241㎡

21 笠取小 － － －

22 笠取第二小 － － －


